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【緒言】 

粒子線治療は近年国内外で普及して来ており、本学においても 2021年より炭素線がん治療が開

始された。本治療では、ブラッグピークの位置を腫瘍の位置に合わせて照射し、正常な組織にダ

メージを与えずより効果的な治療が期待できる。その際にリアルタイムでブラッグピークの位置

を確認できれば、より信頼性の高い治療につながる。そこで、我々は生体内組織と炭素線との相

互作用によって生じる二次粒子線のガンマ線や陽子線の生成位置から、ブラッグピークの位置を

リアルタイムに確認できるシステムの開発を行っている。これまでに電子飛跡型コンプトンカメ

ラを用いたガンマ線の撮像からリアルタイムの測定に成功したが[1]、現在、より小型で実用上簡

便な検出器としてシンチレーションファイバー検出器(SFI)を採用し、二次粒子の陽子線飛跡の再

構成からブラッグピーク位置を特定する研究を進めている[2]。 

【原理】 

図１に使用した SFIを示す。64 本の SF(角型 0.5mm2, BICRON BCF-N12 type)を横(X）と縦（Y）

にそれぞれを 2層ずつ井桁状に組み、16chのマルチアノード光電子増倍管(MAPMT:浜松ホトニク

ス R5900-L16) 8台で SFからの信号を読み出すシステムとなっている。本研究ではβ線源（90Sr）

を用いた特性試験を行い（図 1 右）、SF に接続した MAPMT の同時計測を求めることでβ線の位

置検出を試みた。 

【結果】 

図 2に特性試験によって得られたβ線の位置分布を示す。90Srを用いて行った試験結果から SFI

が荷電粒子の位置検出器として十分に動作していることが示された。本講演では、SFI を用いた粒

子線治療における飛程検証の詳細、位置分解能の推定、および将来計画やその実現可能性などに

ついて議論する。 
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図 1: SFI の写真(左)と
90

Sr を用いた実験のセットアップ(右) 

図 2: SFI で撮像した
90

Sr からのβ線のイメージ 
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